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商標および登録商標 

 Microsoft®、Windows®、Windows® 7、Windows® 10、Microsoft Edge、Internet Explorer®は、

米国およびその他の国々におけるMicrosoft Corporationの登録商標または商標です。 

 Apple、Mac、macOS、OS X、Safariは、米国およびその他の国々におけるApple Inc.の登録商標

です。 

 Google Chrome™ブラウザーはGoogle LLCの商標です。 

 Intel®とIntel® Core™は、米国およびその他の国々におけるIntel Corporationの登録商標また

は商標です。 

 Adobe®とReader®は、米国および/またはその他の国々におけるAdobe Systems Incorporatedの登

録商標または商標です。 
 HDMIとHigh-Definition Multimedia Interface、およびHDMIロゴは、米国およびその他の国々に

おけるHDMI Licensing Administrator, Inc.の登録商標または商標です。 

 本書に記載されるその他の企業名や商品名は、それぞれの所有者の登録商標または商標の場合が

あります。 
 

著作権とライセンス 
本機に付属するソフトウェアを譲渡、コピー、逆アセンブル、逆コンパイル、リバースエンジニア

リング、輸出法令に違反して輸出することは固く禁じられています。 

 

略称について 
本書では、機器の品番は下記の様に記載しています。 

機器の品番 本書の表記方法 

AW-UE20K, AW-UE20W AW-UE20 

AW-RP60G AW-RP60 

AW-RP150G AW-RP150 
 

 

本書内のイラストと画面表示について 

本書内のイラストや画面表示は実際のものとは異なる場合があります。 
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安全上のご注意(施工時)  必ずお守りください。 
 

 

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 

 

 誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。 

 

  警告 「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。 

  注意 「軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。 

 お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。 

  してはいけない内容です。 

  実行しなければならない内容です。 

 

警告 

 
設置するときは… 

 

 下記の場所には設置しない 

● 湿気やほこりの多い所、油煙や湯気、熱があたる所 

● 振動や衝撃の加わるおそれのある所 

● 暖房機器の熱風が当たる所 

● エアコンの下など、水滴がかかるおそれがある所 

● 塩害や腐食性ガスが発生する所 

（火災や感電、落下の原因になります。） 

 工事専門業者以外は高所への取り付け工事を行わない 

（工事の不備により、落下してけがの原因となります。） 

 金具を分解したり、改造しない 

（こわれたり落下して、けがの原因となります。） 

 ケーブルをステップルで固定しない 

（火災の原因になります。） 
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安全上のご注意（つづき） 
 

 

警告(つづき) 

 

 

 総質量に耐える場所に取り付ける 

（取付場所の強度が不十分なとき、落下や転倒などでけがの原因になります。） 

十分な強度に補強してから取り付けてください。 

 振動のないところに設置する 

（取り付けねじやボルトがゆるみ、落下などでけがの原因になります。） 

 取扱説明書（本書）に従って、床／天井にしっかりと取り付ける 

（落下などでけがの原因になります。） 

 専用の取付金具を使用する 

（落下によるけがの原因になります。） 

設置の際は、付属の専用取付金具を使用してください。 

 落下防止対策を施す 

（落下によるけがの原因になります。） 

落下防止ワイヤーを必ず取り付けてください。 

 ねじや固定機構はしっかりと締め付ける 

（締め付けが緩むと、落下などでけがの原因になります。） 

「設置上のご注意」（→ 7～9 ページ）、 

「設置・接続のしかた」」（→ 10～15 ページ）を参照してください。 

 配線は、ACアダプターの電源プラグ、および PoE給電の LANケーブル 

を抜いてから行う 

（感電の原因になります。また、ショートや誤配線により火災の原因にな 

ります。） 

 

注意 

 

 放熱を妨げないように取り付ける 

(放熱を妨げると火災の原因になります。） 

 取り付けねじが床／天井内部の電気配線に接触しないように設置する 

(感電の原因になります。） 

 人がぶつからない高さに取り付ける 

(けがの原因となります。) 

 機器の取付には注意する 

(機器を足に落とすと、けがの原因となります。） 
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設置上のご注意 

 

工事業者様への注意事項 

設置前に「施工説明書」をよくお読みのうえ、正しく安全に工事を行ってください。 

また、本マニュアルの5～6ページの「安全上のご注意」は重要な内容ですので、必ずお読みくださ

い。 

工事完了後、この「取扱説明書＜基本編＞」をお客様にお渡しいただき、保管いただきますようお

願いいたします。 

 
 設置工事は電気設備技術基準に従

って行ってください。 
 

 本機は屋内専用です。 

屋外では使用できません。 

長時間直射日光のあたるところや、冷暖房

器具の近くに設置しないでください。 

変形、変色、故障、または誤動作が生じる

場合があります。水滴や水沫がかかる場所

で使用しないでください。 
 

 設置場所について 
揺れのない安定した場所に設置してくださ

い。設置場所の揺れにより、画揺れが生じる

原因となります。 

設置前にお買い上げの販売店とよくご相談

のうえ、設置してください。 

コンクリート製の天井など、強度が十分な天

井に設置してください。 

強度が不十分な天井へ設置する場合は、十分

な補強を施してください。 

 本機は吊り下げおよび据え置きに
てご使用してください。 
横向き、または傾いた状態での使用はおやめ

ください。 
 

<メモ> 

 取付金具を取り付ける際は、必ず付属のM4

取付ねじ4本を使用して行ってください。木

ねじや釘などを使用しないでください。 

コンクリート製の天井の場合、M4用アンカ

ーボルトまたはM4用AYプラグボルトを使用

して固定してください。  
推奨締付トルクM4：1.47Ｎ･m｛15kgf･cm｝ 

 取り付け場所のねじ引抜強度は、１本あた

り215.75N｛22kgf｝以上必要です。 

 石膏ボードなど強度が不十分な天井へ取り

付ける場合は、十分な補強を施すか、別売

の天井直付金具（別売品）（品番：WV-Q105A

）を使用してください。 

 別売の天井直付金具を使用する際は、天井

直付金具の付属の取扱説明書を参照してく

ださい。 

設置作業時は、カメラのヘッドを持たない

ようにしてください。故障の原因となりま

す。 

 

施工説明 
 

本書の指示に従わない設置や取付による事故や損害に対しては、当社は一切の責任を負いません。 

OKOK NG NG

デスクトップへの設置 吊り下げでの設置
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 以下のような場所では設置および使用はし

ないでください。 

 壁面（横向きの設置） 

 雨や水がかかる場所（建物の軒下なども

含む） 

 厨房などの蒸気や油分が多い場所 

 屋外や 40 ˚Cを超える高温の環境 

 0 ˚Cを下回る低温の環境 

 湿度が 85%を上回る場所 

 プールなど、薬剤が使用される場所 

 海上、海岸通り、または腐食性の気体が

発生する場所 

 放射能、X線、強力な電波や磁場が発生す

る場所 

 車輛や船舶など、強い振動のある場所（本

機は車載用途には設計されていません） 

 エアコンの吹き出し口近くや外気が入り

込むドア付近など、急激な温度の変化に

晒される場所 

 

 設置時は必ず付属の金具とねじを使用して

ください。 

 指定以外の方法では取り付けないでくだ

さい。 

 本機に付属する取付金具やねじを改造し

ないでください。 

 

 長期間ご使用いただくために 

 高温・多湿の場所で長期間使用すると、

部品の劣化の原因となり、寿命が低下し

ます。 

 取付場所へ冷暖房器具からの風が直接当

たらないように配慮してください。 

 設置前に必ず外部DC電源の電源プラグ、お

よびPoE+給電のLANケーブルを抜いてくだ

さい"に変更 

設置時は必ず付属の部品を使用してくださ

い。取付金具は分解したり改造しないでく

ださい。 
 

 取付ねじの締め付け 

 取付箇所の材質や構造物に応じて、ねじ

とボルトの締め付け強度を調整してく

ださい。 

 ねじとボルトを締め付けた後、緩みが無

く、しっかりと固定されていることを確

かめてください。 

 専門の工具を使用してねじをしっかり

締め付けてください。 

 ねじの締め付けにトルクドライバーを

使用する場合は適切な値に設定してく

ださい。電動ドライバーやインパクトド

ライバーは使用しないでください。 

 

 使用しない場合は放置せず、撤去してくださ

い。 
 

 設置、移設、撤去時の持ち運びは、台座を持

ってください。 

カメラヘッド部を持ったりすると不具合の

原因となります。 

 

 フィルター、フード、エクステンダーなどの

部品を取り付けないでください。 

 

 本製品に付属する専用の ACアダプターと 

ACコードを使用してください。 

ACアダプターと ACコードをコンセントへし

っかりと接続します。 
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 ACアダプターの設置 

 アダプターは天井パネルや類似の表面へ

直接配置しないでください。 

 雨漏りなどが理由で、表面に水がたまる

と非常に危険です。 

 アダプターを底面またはその他の表面へ

しっかりと固定してください。あるいは

、溝形鋼で補強し、埃やその他の異物が

堆積しないようにしてください。 

（17ページを参照してください。） 

 アダプターが倒れたり落下しないように

、しっかりと固定してください。 

 ACアダプターの重量を支えられるように

配慮してください。 
 

 外部 DC電源は主電源コンセントの付近に設

置し、電源プラグを容易にコンセントから抜

き差しできるようにしてください。 

埃がたまりやすい天井などのコンセントへ

接続する場合は、漏電を防ぐために定期的に

プラグの埃をふき取ってください。 
 

 ノイズ障害が考えられる場合 

AC100 V以上の電源ケーブルと、機器の信号

ケーブルを1 m以上離して配線してくださ

い。 

または、各ケーブルを金属配管に通してくだ

さい。（金属配管はアース接地してください

。） 
 

 ケーブルを配線する際、コネクター部に負荷

がかからないようにしてください。 

故障の原因となります。 

 

 放熱について 

壁などに囲まれ、熱がこもる場所に設置しな

いでください。 

熱は底面から放熱されるため熱くなります

が、異常ではありません。 

 
 PoE+電源 

PoE+[IEEE802.3at]に対応したハブまたは電  

源デバイスを使用してください。 

 電源スイッチについて 

本機に電源スイッチはありません。メンテナ

ンスを行う場合、必ずコンセントから電源プ

ラグを抜いてください。 

<メモ> 
 工場出荷状態では、初めて電源を投入す

ると電源オンモードに入るよう設定され

ています。（状態表示ランプは起動完了

後緑色に点灯します） 

 スタンバイモード時に電源が外されると

、電源の復旧時はスタンバイモードに戻

ります。（状態表示ランプが橙色に点灯

します） 

 電源オンモード時に電源が外されると、

電源の復旧時は電源オンモードに戻りま

す。（状態表示ランプが緑色に点灯しま

す） 

 

 電波障害について 

テレビやラジオの送信アンテナ、または強い

電界や磁場（モーター、変圧器、電源線など

から発せられる磁場）の付近に配置すると、

映像が歪んだり、ノイズが入ったりします。 

 

 ネットワーク設定について 

本機のネットワーク機能は、初期アカウント

を設定しないと動作しません（IP簡単設定ソ

フトウェアを使用する場合は別です）。初期

アカウント設定にはパーソナルコンピュー

ターが必要です。  
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設置・接続のしかた 

「安全上のご注意」および「設置上のご注意」を必ずお読みください。 

1) 以下の手順で設置し接続してください。 

2) 設置場所の確認 

3) 電源の準備 

4) 吊り下げ設置／据え置き設置（机上／三脚） 
5) ケーブルの接続 
 

設置場所の確認                                               

イラストを参考に、本機の取り付け範囲と背面の配線スペースを考慮して設置する場所と向きを決め

てください。 

 配線スペースを確保するため、リアカバーの後方に 200 mm以上の空間を確保してください。 

単位：mm 

165.1

φ77.0

13
4.

7
17

6.
2

118.7

163.1
176.1

82
.6

93
.5

15
.0

82.6

13
.0

1.
5

2*
1/4"-20

UNC
Depth

6mm

φ4.2

 

施工説明 
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電源の準備                                                   

 
 
 

 

 

 

 

吊り下げ設置                                                 

 木ねじや釘などの付属品以外のねじを使用しないでください。 

 傾きやぐらつきがないように、天井へしっかりと取り付けてください。 
 

1. 取付場所の状況を確かめてください。 

    以下の図を参照して、本体をどこへ、どの向きで設置するか決定してください。 

直接取付ブラケットを天井へ設置する場合、天井パネルへ 4つの穴(ø 4.5 mm)を空ける必要があり

ます。                                                                        単位：mm 

83.5

46

76
81

83
.1

82
.6

93
.5

99

51.8 57

162
165.1  

<メモ> 

 本製品へ接続して設置する準備として、事前に天井内で各ケーブルを接続してから、ケーブルを天

井の配線用の穴へ通してください。 

 天井のコンセントを使用する場合は必ず、埃やその他の異物が堆積して生じる漏電が行らないようにし

てください。 

 DC入力コネクタ[12V  IN ]  
    本製品に付属するACアダプターをこのコネクタへ接続して、DC 12Vを  
    本製品へ供給します。 
 PoE+スイッチ/ハブをLANポートへ接続し、AW-UE20へ電源を供給します。詳細については、最

寄りの販売店にお問い合わせください。 
 ACアダプターとPoE+電源が同時に接続されている場合、ACアダプターが優先されます。 



12 

2. 付属の金具取付ねじ４本（M4 長さ 10mm）を使用して設置面用取付金具を固定してく

ださい。 

ねじ：M4 長さ 10mm 

締め付けトルク：1.47N･m{15kgf･cm} 

 

 
 

3. 落下防止ワイヤーを取り付けます。 

 付属の本体取付ねじを使用して、落下防止ワイヤーを天井取付ブラケットへねじ止めします。 

 落下防止ワイヤーのもう一端をカメラ底面の中央付近で突き出ている穴へクリップ止めします。 

付属の本体取付ねじを使用して、落下防止ワ
イヤーをねじ止めします。

落下防止ワイヤーのもう一端をカメラ底面の
中央付近で突き出ている穴へクリップ止めし
ます。

 
<メモ> 

 故障の原因になりますので、カメラヘッド部分を持って作業しないでください。 

 落下防止ワイヤーは、本機を吊り下げることを想定し設計されていますので、本機以外の負荷は加

えないでください。 
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4. 本製品を取り付けます。 

 ステータス表示ランプと位置決め用の穴の位置を合わせます。  

 カメラ本体の底面差し込み用穴を設置面用取付金具の突起に合わせてしっかりと押し込み、本体を

約15°反時計回りに回します。  

 本機と設置面用取付金具を付属の本体取付ねじ（M4）で固定します。   

 下記のねじ締め付けトルクで、所定の工具を使って確実に取り付けてください。 

 ねじにゆるみのないことを必ず確認してください。 

ねじの径 締め付けトルク 

M4 1.47 N · m {15 kgf · cm} 

 

設置面用取付金具

設置面用取付金具
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<メモ> 

 故障の原因になりますので、カメラヘッド部分を持って作業しないでください。 

 付属のねじ以外は使用しないでください。  

 傾きやぐらつきがなく、しっかりと取り付けられていることを確認してください。 

 必ずケーブル類の接続前に本体取付ねじで固定をしてください。 

 

5. ケーブルタイの取付 

付属のケーブル固定金具を使用するとＡＣアダプターケーブルをよりしっかりと配線できます。 
 

 付属のケーブル取付ねじ（M2.6）を使用してケーブル固定金具を本体背面に取り付けてください。

締め付けトルク：0.39Ｎ･m｛4kgf･cm｝ 
 

 
 ケーブルタイをケーブルタイ取付器具の開口部へ通します。 
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 開口部へ電源コードを通します。 

 
 ケーブルタイを自己ロック式のクリップへ挿入します。これで電源コードが固定されます。 
 

   
 
6. 取付部の状況を確かめてください。 

以下の点を確認してください。 
 
<メモ> 
 本体の取付ねじはしっかりと固定する必要があります。 

 本体は傾いてはならず、正しく設置する必要があります。 

 本体はしっかりと設置する必要があります。 

 本製品の台座は、回そうとしても回らないようにする必要があります。 
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WV-Q105A(別売品)を使用する場合                               
設置場所の近くに点検口などを設け、設定・配線を行うことを推奨します。 

設置場所は、カメラ取付時の総質量（約 2.32kg）に十分耐えられる強度を持っていることを確認して 

から取り付けてください。 

天井裏の高さが、100mm以上あるところでご使用ください。 

天井板の板厚が 5 mm～40 mmの場合に取り付け可能です。 

必ず付属の落下防止ワイヤーを取り付けてください。 
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1. 天井直付金具（別売品）（WV-Q105A）の取扱説明書を参照し、WV-Q105Aと、WV-Q105Aに付属の落

下防止ワイヤー、およびワイヤーアングルをアンカーボルトへ取り付けてください。 

2. 手順１で仮止めしたねじを一度外してから、天井直付金具 WV-Q105Aのねじ穴に合わせて設置面用

取付金具を取り付ける。 

 WV-Q105Aに付属する取付ねじ（接着剤付きの M4-L60プラスねじ）を使用して取り付けます。 

 ACアダプターを底面またはその他の表面へしっかりと固定してください。あるいは、溝形鋼で

補強し、埃やその他の異物が堆積しないようにしてください。 

 ACアダプターは天井パネルや類似の表面へ直接配置しないでください。 
天井裏の空間

落下防止ワイヤーのアングル
(WV-Q105Aに付属)

落下防止ワイヤー
(WV-Q105Aに付属)

アンカーボルト

 点検口を推奨
・点検口を設けていれば、設置
・配線作業が容易になります

取付ネジ4本
(WV-Q105Aに付属)

(✶)：ナットを使用してここに固定します。

天井直付金具 WV-Q105A(別売品)

石膏ボードなどの天井板

設置面用取付金具
(AW-UE20に付属)

 
3. 12ページのステップ 3以降の手順に従い、AW-UE20カメラを設置します。 

天井へ本体を取り付ける場合 

アンカーボルトと天井直付金具の取り付け(✶) 

天井直付金具と天井板とを１か所で仮止めして、天井直付金具とアンカーボルトの上下位置を

規制してからナット止めすると、作業がやりやすくなります。 
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据え置き設置 

(天井取付金具を使用しない場合)                               
 
 机上への設置 

平らな面に配置します。 

<メモ> 
 本機は揺れのない安定した場所に設置してください。設置場所の揺れにより、映像に揺れが生じる

原因となります。 

 設置中に本機が落下して破損しないように配慮してください。 

 本機を運ぶ場合はカメラヘッドを持たないでください。 

 接続されたケーブルを引っ張らないように注意してください。落下につながり、怪我の原因となり

ます。 

   

正しい持ち方 誤った持ち方

 
 

 三脚への取付 
本機の底面にあるねじ穴へ三脚を取り付けます。三脚は平らで水平な面に設置してください。 

ねじを回してしっかりと固定してください。 

三脚のねじは以下の規格に準拠するものを使用してください。 

 
<メモ> 
 人が通る場所へ設置しないでください。 

 三脚へ取り付けて使用する場合、高所へ設置しないでください。 

 緩みがないよう、しっかりと取り付けてください。緩みは落下につながり、怪我の原因となります。 

 長期間使用する場合は、転倒または落下しないように配慮してください。使用後は、速やかに片付

けてください。 

施工説明 
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ケーブルの接続                                               
 
 
 

 

 

 

 

 

 

LAN

RS-422

 

[メモ] 
 PoEケーブルはRS422ポートへ接続しないでください。 
 推奨製品については、カタログを参照するか、お買い上げの販売店へご相談ください。 
 ケーブルを挿抜する前に、必ず電源の接続を外してください。 
 電源がオンの状態でケーブルを挿抜すると、故障の原因となります。 
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HDMI モニターとの接続 

 

 

<メモ> 

 HDMI規格に準拠していないケーブルは動作しない場合があります。 

 HDMI-DVIコンバーターなどを使用して HDMIケーブルを接続する場合は、AW-UE20のコネクタへ

HDMIケーブルを接続するのは最後にしてください。HDMIケーブルを AW-UE20コネクタへ先に接続

すると、故障の原因となります。 

施工説明 
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システム構成例 1（IP 制御、PoE+)                               
 

A. リモートカメラコントローラー AW-RP60 

B. PoE+スイッチングハブ 

C. モニター1/モニター2 

B

C
D

A

 
<メモ> LANケーブルカテゴリ 5e以上のケーブルを使用してください 
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システム構成例 2（市販のコントローラーと RS-422

で接続） 

 
 
[注意]：RS-422接続ではデイジーチェーン接続は使用できません。 
 

ウェブインターフェースまたはAW-UE20のOSDメニューからRS-422を選択することで、RS-422を通じて

コントローラーへ接続できます。 
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ウェブユーザーインターフェース 
1.Setup > Image/Audio > Systemを選択します。  

2.下へスクロールして、以下のいずれかの方法で RS422 を有効にできます。  

 Panasonicを Serial Communication Protocolとして選択します。 

      
 Standardを Serial Communication Protocolとして選択します。  

      Connector Select のドロップダウンリストで、RS422を選択します。 

        
3.Set をクリックして RS422の構成を有効にします。  
 
OSDメニュー  

System > Serial Com. Protocol > Panasonic を選択します。これで RS422が有効になります。    

または 

System > Serial Com. Protocol > Standard を選択します。Serial Com. Protocol の真下で、Connector 

Select > RS422を選択します。これで RS422が有効になります。   
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システム構成例 3（IP 映像送信、PoE+) 
: LANケーブル  

A. LANコネクター 

B. パーソナルコンピューター 

C. PoE+スイッチングハブまたはPoE+インジェクター 

AAA

B

C
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システム構成例 4（市販のコントローラーと

RS-232C でデイジーチェーン接続） 

 
*：1 台のコントローラーへ最大 7 台のカメラを接続できます。 
 
ウェブインターフェースまたはAW-UE20のOSDメニューからRS-232Cを選択することで、RS-232Cを通じ

てコントローラーへ接続できます。 
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ウェブユーザーインターフェース 

Setup > Image/Audio > System > Connector Select > RS232Cを選択します。Set をクリックして接

続を有効にします。 

1.Setup > Image/Audio > Systemを選択します。  

2.下へスクロールして Standardを Serial Communication Protocol として選択できます。  

3.Connector Select のドロップダウンリストで、RS232C を選択します。  

4.Set をクリックして接続を有効にします。 

  

    
 
OSDメニュー 

System > Serial Com. Protocol > Standard を選択します。Serial Com. Protocol の真下で、Connector 

Select > RS232C を選択します。これで RS232Cが有効になります。  
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システム構成例 5（USB 接続、ウェブカメラ） 
AW-UE20

USBケーブル

通信ソフトウェア
（オプションのアクセサリ） 付属のACアダプター

パソコン

マイク

 
 
 USB 2.0仕様に準拠する USBケーブルを使用してください。  

USB-Type Cコネクタを本体へ接続します。 

 USBケーブルで本体をノートパソコンまたはデスクトップへ接続し、本製品を USBカメラとして使

用できます。  

[注意]：  

1. USBカメラとして利用するには、ウェブユーザーインターフェースで Setup > Basic > Priority 

mode へ進み、Priority mode のドロップダウンリストで「HDMI/USB」または「USB (Video 

Conference)」を選択し、Setをクリックして下さい。  
2. USB (Video Conference)は HDMI出力に対応しないため、OSDメニューではこのモードにアクセ

スできません。 
3. USB (Video Conference)モードで、USBケーブルを使用して本体を PCへ接続すると、UVC接続

のみがサポートされます。USBオーディオクラスは無効になります。 

 USBビデオクラスと USBオーディオクラスに対応する通信ソフトウェア（オプションのアクセサリ）    

のみを使用してください。 



 

28 

 

安全上のご注意 

 
人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 

 誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。 

  警告 「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。 

  注意 「軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。 

■  お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。 

 

してはいけない内容です。 

   実行しなければならない内容です。 

 

警告 

 

カメラは… 

 
電源プラグ 

を抜く 

 異常があったときは、ACアダプターの電源プラグおよび PoE給電の LANケーブ

ルを抜く 

内部に金属や水などの液体、異物が入ったとき、落下などで外装ケースが破損し

たとき、煙や異臭、異音などが出たとき 

(そのまま使うと、火災・感電の原因になります。) 

ACアダプターを電源コンセントの近くに設置し、電源プラグに簡単に手が届くよ

うにしてください。 

販売店にご相談ください。 

 

 回転動作中は本体部に手を触れない 

(回転部に指をとられ、けがの原因になります。) 

 ぶら下がらない、足場代わりにしない 

(落下などの事故の原因になります。) 

取扱説明 
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安全上のご注意（つづき） 

 

 

警告(つづき) 

 
 

 
接触禁止 

 雷が鳴り出したら、本機の金属部や ACアダプターなどの電源プラグに 

触れない 

(落雷すると、感電につながります。) 

 

 
分解禁止 

 分解や改造をしない 

(火災や感電の原因になります。また、使用機器を損傷することがあります。) 

点検・整備・修理は、お買い上げの販売店にご依頼ください。 

 

 
水場使用 

禁止 

 水場で使用しない 

(火災・感電の原因になります。) 

 

 

 本機がぬれたり、水などの液体や異物が入らないようにする 

(火災や感電の原因になります。） 

雨天・降雪・海岸・水辺での使用は、特にご注意ください。 

機器の上や近くに、水などの液体が入った花びんなどの容器を置かないでくだ 

さい。 

 工事は販売店に依頼する 
(工事は技術と経験が必要です。火災、感電、けが、器物損壊の原因になります。) 

設置、移設、電源工事は、必ず販売店にご依頼ください。 

 付属品・オプションは指定の製品を使用する 

(本体に誤って指定外の製品を使用すると、火災や事故を起こすおそれがあります。) 

 使用しない場合は放置せず、カメラや取付金具は必ず撤去してください 

販売店にご相談ください。 
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安全上のご注意（つづき） 

 

警告(つづき) 

 
ACアダプター、PoEは… 

 

 電源コード・プラグ、LANケーブルを破損するようなことはしない 

傷つける、加工する、高温部や熱器具に近づける、無理に曲げる、ねじる、 

引っ張る、重いものを載せる、束ねるなど 

 傷んだ電源プラグやゆるんだ電源コンセントのまま使用しない 

 たこ足配線等コンセントや配線機器の定格を超える使い方や、交流 100 V ～ 

240 V以外での使用はしない 

(感電・火災の原因になります。) 

コードやプラグの修理は、お買い上げの販売店にご相談ください。 

 付属の電源コードは、本機以外の機器では使用しない 

（付属の電源コードを本機以外の機器で使用すると、発熱により感電・火災の原

因になることがあります。） 

 不安定な場所に設置しない 

（落下や転倒によるけがや事故の原因になります。） 

 
ぬれ手禁止 

 ぬれた手で電源プラグやコネクターに触れない 

（感電・火災の原因になります。） 

 

 電源プラグ、LANケーブルは、根元まで確実に差し込む 

(差し込みが不完全ですと、感電や発熱による火災の原因になります。) 

傷んだプラグ・ゆるんだコンセントは、使わないでください。 

 電源プラグのほこり等は定期的にとる 

(プラグにほこり等がたまると、湿気等で絶縁不良となり、火災の原因になりま

す。) 

電源プラグを抜き、乾いた布でふいてください。 

 

小さな付属品は… 

 

 本体取付ねじ、金具取付ねじ、落下防止ワイヤー取付ねじは乳幼児の手に届く

ところに置かない 

(誤って飲み込むと、身体に悪影響を及ぼします。) 

 万一、飲み込んだと思われるときは、すぐに医師にご相談ください。 
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安全上のご注意（つづき） 

 

注意 

 

 本機の放熱を妨げない 

押し入れや本箱など、狭いところに入れない、テーブルクロスを掛けたり、

じゅうたんや布団の上に置かない 

(内部に熱がこもり、火災の原因になります。) 

 直射日光の当たる場所や異常に温度が高くなる場所に置かない 

(特に真夏の車内、車のトランクの中は、想像以上に高温（約60 ℃以上） に

なります。絶対に放置しないでください。外装ケースや内部部品が劣化する

ほか、火災の原因になることがあります。) 

 油煙や湯気、湿気やほこりの多い場所に置かない 

(火災や感電の原因になります。) 

 油煙やほこりの多い場所では、本機を使わない 

（微粒子などが製品内部に入ると、性能が劣化するおそれがあります。 

特に舞台演出用のスモークなどを使用した環境では、お気をつけください） 

 電源プラグやコネクターを抜くときは、コードを引っ張らない 

（コードが傷つき、火災や感電の原因になります。） 

必ずコネクターを持って抜いてください。 

 落とさない、強い衝撃を与えない 

(けがや火災の原因になります。） 

 ケーブルなどは引っ張らない 

(火災や感電の原因になります。) 

 

 定期的に点検する 

(金具やねじがさびると、落下などでけがの原因になります。) 

点検は販売店にご依頼ください。 

 
電源プラグ 

を抜く 

 長期間使用しないときや、お手入れのときは、ACアダプターの電源プラグをコ

ンセントから抜く 

（火災や感電の原因になります。） 

 

安全にお使いいただくために、販売店または施工業者による定期的な点検（１年に１回をめ

やすに）をお願いします。 
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安全上のご注意（つづき） 

 

 本製品（付属品を含む）に表示の記号は以下を示しています。（本機では表示されていないシン

ボルもあります。） 

 電源 ON 

 スタンバイ (OFF） 

 AC (交流) 

 DC (直流) 

 クラス II 機器 (二重絶縁構造) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本製品は電気通信事業者（移動通信会社、固定通信会社、インターネットプロバイダーなど）の通信回線（公

衆無線LANを含む）に直接、接続することができません。本製品をインターネットに接続する場合は、必ず

ルーターなどの機器を経由して接続してください。 
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主な特徴 

複数のフォーマットに対応 
カメラのメニューまたはウェブブラウザーで、

以下のフォーマットから選択して使用できます。 
[50Hz] 
2160/25p (HDMIのみ)、   
1080/50p、1080/25p、  
1080/50i、 
720/50p 
[59.94Hz] 
2160/29.97p (HDMIのみ)、    
1080/59.94p、1080/29.97p、 
1080/59.94i、 
720/59.94p 
[60Hz] 
2160/30p (HDMIのみ)、  
1080/60p、1080/30p、 
1080/60i、 
720/60p 

1/2.8型MOSセンサーと12倍ズームレンズ搭載 

 1/2.8型MOSセンサーとDSP(Digital Signal 

Processor）を搭載。多彩な映像処理で、高

画質な映像が得られます。 

 12倍の光学ズームレンズに加え、4倍のデジ

タルズームを備え、周囲環境を忠実にとら

える高品質の画像を得られます。 

 本製品は多彩なアプリケーションですっき

りしたノイズのない画像を再現できる機能

を備えています。例えば、ダイナミックレ

ンジ拡張（DRS）機能は露出過多を補正して

暗色が失われることを防ぎます。デジタル

ノイズ低減（DNR）機能は暗い環境でも残像

を最小限にとどめ、幅広い用途で鮮明な映

像を再現します。 

高性能のパン-チルトヘッドを統合し、手軽に操

作可能 

 プリセットで最高速度200°/秒、マニュア

ルで最高速度100°/秒と、高速動作が可能 
 ±170°のパン、–30°～+90°のチルトと、

広範囲な角度に対応 

 プリセットメモリーに最大100個の位置を

保存可能（使用可能なプリセットメモリー

の数はコントローラーに応じて異なりま

す。） 

IP映像出力機能を搭載 

 本製品は画像圧縮機能とIP送信LSIを搭載

しています。さらに、4K映像では最大30 fps、

フルHD映像では最大60 fpsを出力できます。 

 IPコントロールと共に用いることで、遠隔

地からのカメラ制御等、幅広い用途での使

用が可能となります。 

標準シリアル通信をサポート 

RS-232Cインターフェースを通じて、市販のコン

トローラーへ最大7台のカメラを接続できます。 

パン-チルトヘッドユニット、カメラ、レンズを

統合して設置を簡素化 

カメラ、レンズ、パン-チルトヘッドを1台に統

合することで、設置にかかる時間を大幅に短縮

できます。 

簡単操作なワイヤレスリモコン（別売品）が使

用可能 

 最大4台のカメラを操作できるワイヤレス

リモコンを用意しています。各機能の設定

や切り替えも、メニュー画面を見ながら簡

単に行うことができます。 
 

取扱説明 
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簡単接続＆設置で柔軟なカメラレイアウト 

 IP制御と軽量な本体、一人で施工（屋内限

定）できるターンロック機構で優れた接続

性・設置性を実現しました。 
[注意] 

本製品は屋内専用です。屋外では使用でき

ません。 

 カメラは小型設計を採用しており、設置の

場所をとりません。本製品は既存カメラの

置き換えや、既存システムの拡張に適して

います。 

オンラインミーティングでの使用 

 本製品はUVCに対応しており、映像と音声の

信号をUSBから出力できます。PTZバーチャ

ルUSBドライバーソフトウェアを使用して

LANケーブルで接続すれば、本製品をUSBカ

メラとして使用できます。 

パナソニックが現在提供するコントローラーと

高い互換性を保ち、柔軟にシステムを構築可能 

 最大5台のカメラを、パナソニックが現在提

供するコントローラー（AW-RP60、AW-RP150）

からシリアル通信で操作できます。 

また、本製品をパナソニックが提供するカメラ

やパン-チルドヘッド機器と組み合わせて使用

することもでき、既存システムをさらに柔軟に

拡張させることができます。 

[注意] 

 本製品をサポートするために、コント

ローラーのバージョンアップグレード

が必要な場合があります。 

 本製品とコントローラーの最大距

離は1000メートル（3280フィート）

です。（シリアル制御を使用した場

合）映像信号の延長には外部機器な

どでの対応が別途必要です。 

PoE+ *1搭載により、カメラ電源工事が不要 
 PoE+規格対応のネットワーク機器

(IEEE802.3at)*2に接続することによて、カ

メラ電源工事が不要となります。 

[注意] 

 ACアダプターとPoE+電源が同時に接続さ

れている場合、ACアダプターが優先され

ます。 

 PoE+電源を使用する場合は、カテゴリ5eま

たはそれ以上のケーブルを使用してくださ

い。給電機器と本製品のケーブル距離は、

最大100メートル（328フィート）です。カ

テゴリ5eに満たないケーブルを使用すると

、電源性能が低下することがあります。 

*1：Power Over Ethernet Plusの略です。 
本マニュアルでは「PoE+」と称されます。 

*2：PoE+動作が保証された給電機器の詳細情報

は、お買い上げの販売店へご相談ください

。 
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必要なパーソナルコンピューターの環境 
CPU Intel® CoreTM i5 3.2 GHzまたはそれ以上(Skylake 6500またはそれ以降) 

メモリー 4 GB以上 

ネットワーク機能 100BASE-T/TXまたは 1000BASE-T、 

RJ-45コネクター 

画像表示 解像度：1920 x 1080ピクセル以上 

色生成：24ビット以上のトゥルーカラー 

OSと Webブラウザ― Windows： 

Microsoft® Windows® 10 

Windows® Internet Explorer® 11 

64ビット/32ビット 
 

Microsoft Edge 

Google Chrome 

Mac： 

  macOS 10.15 

  macOS 10.14 

  macOS 10.13 

  macOS 10.12 

  OS X 10.11 

 

Safari 

  Google Chrome 

その他 グラフィックカードはハードウェアアクセラレーションに対応 

(H.264/H.265/JPEG配信のデコード用) 

Adobe® Reader® 

(Webサイトに掲載されている取扱説明書を閲覧するため) 

 

重要な注意事項 

必要なコンピューターの環境を満たしていない場合には、表示画像の描画が遅くなったり、Web

ブラウザ―が操作できないなどの不具合が発生するおそれがあります。 

 

<メモ> 

 本体ソフトのファームウェアバージョンによっては、アップデートが必要となる場合があります。 

 対応の OSと Webブラウザ―の最新情報は、以下のサポートデスクをご覧ください：

https://panasonic.biz/cns/sav/ 

取扱説明 
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免責について 

当社はいかなる場合も以下に関して一切の責任を負わないものとします。 

① 本機に関連して直接または間接に発生した、偶発的、特殊、または結果的損害・被害 

② お客様の誤使用や不注意による障害または本機の破損など 

③ お客様による本機の分解、修理または改造が行われた場合 

④ 本機の故障・不具合を含む何らかの理由または原因により、映像が表示できないことによる不

便・損害・被害 

⑤ 第三者の機器などと組み合わせたシステムによる不具合、あるいはその結果被る不便・損害・

被害 

⑥ お客様による撮影映像（記録を含む）が何らかの理由により公となり、または目的外に使用さ

れ、その結果、被写体となった個人または団体などによるプライバシー侵害などを理由とする

いかなる賠償請求、クレームなど 

⑦ 登録した情報内容が何らかの原因により、消失してしまうこと 
 

ネットワークに関するお願い 

本機はネットワークへ接続して使用するため、以下のような被害を受けることが考えられます。 

①本機を経由した情報の漏えいや流出 

②悪意を持った第三者による本機の不正操作 

③悪意を持った第三者による本機の妨害や停止 

このような被害を防ぐため、お客様の責任の下、下記のような対策も含め、ネットワークセキュリ

ティ対策を十分に行ってください。これらの被害について、当社は一切の責任を負いかねますの

で、あらかじめご了承ください。 

 Web画面からユーザー認証を有効にする。 

 ファイアウォールなどを使用し、安全性の確保されたネットワーク上で本機を使用する。 

 パーソナルコンピューターが接続されているシステムで本機を使用する場合、コンピューターウ

イルスや不正プログラムの感染に対するチェックや駆除が定期的に行われていることを確認す

る。 

 不正な攻撃から守るため、ユーザー名とパスワードを設定し、ログインできるユーザーを制限す

る。 

 管理者で本機にアクセスした後は、必ずすべてのWebブラウザーを閉じる。 

 管理者のパスワードは、定期的に変更する。 

 パスワードは第3者が容易に推測できないよう、アルファベット大文字、アルファベット小文字、

数字、特殊記号の少なくとも3つを含め8文字以上で設定してください。 

 本機内の設定情報をネットワーク上に漏えいさせないため、ユーザー認証でアクセスを制限する

などの対策を実施する。 

 本機、ケーブルなどが容易に破壊されるような場所には設置しない。 

 公衆回線を利用した接続はしない。 
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<メモ> 

ユーザー認証について 

 本機では、ユーザー認証機能はダイジェスト認証またはベーシック認証を使用しています。認証

機能を有した専用機を用いないでベーシック認証を使用した場合、パスワードが漏えいする危険

性があります。ダイジェスト認証の使用をお勧めします。 

使用時の制約事項 

 本機とコントローラーもしくはパーソナルコンピューターを接続するネットワークは、同一セグ

メントを推奨します。セグメントが異なる接続を行う場合は、ネットワーク機器固有の設定など

に依存した事象が起きる可能性がありますので、運用開始前に十分確認を行ってください。 
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付属品 

本機を使用する前に付属品の内容を確認してく

ださい。 
製品を梱包から取り出した後、梱包材料は適切

に処理してください。 

ACアダプター 

 

ACコード 

 

落下防止ワイヤー 

 

設置面用取付金具 

 

ケーブル固定金具 

 

ケーブルタイ(x2)  

金具取付ねじ 

M4、10mm長 (×4) 

 

本体取付ねじ 

M4、6mm長（×2） 
 

ケーブル取付ねじ 

M2.6、5㎜長 

（×1）  

レンズキャップ 

 
 

 

 

 

 

 

別売品 

 ワイヤレスリモコン 
AW-RM50AG (単三乾電池 2本（別売り）使用) 

 天井直付金具 WV-Q105A 

<メモ> 

別売品については、カタログをご覧になるか、

お買い上げの販売店にお問い合わせください。 

取扱説明 
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使用上のお願い 

 撮影は適正な照明で 

美しいカラー映像を得るには、適正な照明で

撮影してください。蛍光灯の照明では、正し

い色が出にくいことがあります。必要に応じ

て適正な照明をお選びください。 

 

 長時間安定した性能でお使いいた
だくために 

高温・多湿の場所で長時間使用した場合は、

部品の劣化により寿命が短くなります。（推

奨温度35 ℃以下）設置場所の冷房および暖

房などの風が直接当たらないようにしてく

ださい。 

 

 強い光にカメラを向けないでくだ
さい 

MOSセンサーの一部分にスポ

ット光のような強い光が当

たると、ブルーミング（強い

光の周りがにじむ現象）を生

じることがあります。 

 

 高輝度の被写体では 

きわめて明るい光源がレンズに向けられて

いると、フレアが生じることがあります。そ

の場合は、アングルを変えるなどしてくださ

い。 

 

 オート機能使用のときは 
[カメラ]の[撮影モード]メニューは一部の

項目で初期設定がオートとなっており、マニ

ュアル操作ができません。マニュアル操作を

行う場合は、必要に応じてオート設定からマ

ニュアル設定に切り替えてください。 

蛍光灯下のATW(自動追尾式ホワイト調整)機

能の使用は、ホワイトバランスが変動する場

合があります。 

 

 

 使用温度範囲は 

0 ℃を下回る寒い所や40 ℃を超える暑い所

では画質の低下や内部の部品に悪影響を与

えますので、避けてください。 

 

 HDMI について 

本機はHDMI認証機器ですが、接続されるHDMI

機器によってはまれに出画しない場合があ

ります。 

 

 カラーバーについて 

カラーバーは色位相調整用であり、バーの幅

や位置が他機種と異なる場合があります。 

 

 PoE+給電について 

本機は、IEEE802.3at に準拠しています。

PoE+給電時には、対応したイーサーネットハ

ブ、およびPoE+インジェクターをご使用くだ

さい。 

 

 ケーブルの抜き差しは電源を切っ
て 

本機に電源スイッチはありません。 

ケーブルを抜き差しする場合には、外部DC電

源、あるいはPoE+給電装置の電源をOFFにし

てください。 

 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

取扱説明 
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 H.264/H.265 特許プールライセンス
について 

本製品は、AVC Patent Portfolio Licenseに

基づきライセンスされており、以下に記載す

る行為にかかわるお客様の個人的かつ非営

利目的の使用を除いてはライセンスされて

おりません。 

(i) 映像情報をAVC規格に準拠して(以下、

AVCビデオ)記録すること 

(ii) 個人的活動に従事する消費者によって 

記録されたAVCビデオ、または、ライセンス

を受けた提供者から入手したAVCビデオを再

生すること詳細についてはMPEG LA. LLCの 

Webサイト(http://www.mpegla.com)を参照

してください。 

 

 取り扱いはていねいに 

落としたり強い衝撃や振動を与えたりしな

いでください。故障の原因になります。 

 

 水をかけないでください 
直接水をかけないでください。故障の原因に

なります。 

 

 使用しない場合は 

使用しないときは電源を切ってください。 

使わなくなったら放置せず、必ず撤去してく

ださい。 

 

 光学系部には触れないで 
光学系部はカメラの“命”です。 

光学系には絶対に触れないでください。 

万一、ほこりがついた場合は、カメラ用のブ

ロワーやレンズクリーニングペーパーで軽

く清掃してください。 

 

 カメラの電源オン/オフに関係な
く、太陽やレーザー光へカメラを直
接向けてはなりません。 
太陽光・レーザー光などを長時間撮像する

と、撮像素子を傷める原因となります。 

 使用するパーソナルコンピュータ
ーについて 
パーソナルコンピューターのモニター上に

長時間同じ画像を表示すると、モニターに損

傷を与える場合があります。スクリーンセー

バーの使用をお勧めします。 
 
 IP アドレスの設定について 

1台のカメラに対して、複数のパーソナルコ

ンピューター上の IP簡単設定ソフトウェア

を操作して、同時に IPアドレスを設定しな

いでください。 

IPアドレスの設定がわからなくなる原因と

なります。 

 
 廃棄のときは 

本機のご使用を終え、廃棄されるときは環境

保全のため、専門の業者に廃棄を依頼してく

ださい。 

 

 お手入れは 
お手入れは、電源を切ってから行ってくださ

い。けがの原因になります。 

乾いた柔らかい布でふいてください。ベンジ

ン・シンナーなど揮発性のものをかけたり、

使用したりしないでください。ケースが変色

することがあります。 

 

 本製品は油煙や埃の多い環境で使
用しないでください。 
微粒子やその他の異物が本製品に侵入する

と、性能が劣化することがあります。 
舞台演出用の煙など、特殊効果を使用する環

境では特に気を付けてください。 
 

 異物が回転部品に付着しないよう
にしてください。 
本製品が故障する原因となります。 
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 湿気、ほこりの少ない所で 

湿気、ほこりの多い所は、内部の部品がいた

みやすくなりますので避けてください。 

 

 ズームとフォーカス 
手動でフォーカスを設定している場合、ズー

ムするとフォーカスがぼやけることがあり

ます。 
ズーム後に、フォーカスを調整するか、オー

トフォーカスを選択してください。 
フォーカスを手動調整する場合、フォーカス

位置をフォーカス精度の高い遠距離へ設定

してからズームしてください。（ただし、本

製品と対象物との距離が1.5メートル（4.9フ
ィート）より短い場合、対象物はワイド端で

フォーカスされなくなることがあります。 
フォーカスをワイド端で調整した後に遠距

離端までズームすると、フォーカスされなく

なることがあります。 

 パン・チルトの動作音について 

パン・チルトを高速動作させると、低速動作

時と比較して動作音が大きくなります。 

動作音が気になる環境で使用される場合は、

パン・チルトは低速で動作させてください。 

 

 



 

42 

 

 本製品に関するソフトウェア情報 

本製品は、以下の種類のソフトウェアから構成されています。 

(1) パナソニック コネクト株式会社(パナソニック) が独自に開発したソフトウェア 

(2) 第三者が保有しており、パナソニックにライセンスされたソフトウェア 

(3) GNU GENERAL PUBLIC LICENSE Version2.0 (GPL V2.0) に基づきライセンスされたソフトウェ

ア 

(4) GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE Version2.1 (LGPL V2.1) に基づきライセンスされたソ

フトウェア 

(5) GPL V2.0、LGPL V2.1以外の条件に基づきライセンスされたオープンソースソフトウェア 

 

上記(3)～(5)に分類されるソフトウェアは、これら単体で有用であることを期待して頒布されます

が、「商品性」または「特定の目的についての適合性」についての黙示の保証をしないことを含め、

一切の保証はなされません。 

詳細は、本製品の Web画面からダウンロードできるライセンス条件をご参照ください。 

 

パナソニックは、本製品の発売から少なくとも３年間、以下の問い合わせ窓口にご連絡いただいた

方に対し、実費にて、GPL V2.0、LGPL V2.1、またはソースコードの開示義務を課すその他の条件

に基づきライセンスされたソフトウェアに対応する完全かつ機械読取り可能なソースコードを、そ

れぞれの著作権者の情報と併せて提供します。 

 

https://panasonic.biz/cns/sav/  

 

なお、お客様が入手されたソースコードの内容等についてのお問い合わせは、ご遠慮ください。 
 
 
 
 

個人情報の保護について 
 

システムで撮影された本人が判別できる映像情報は、「個人情報の保護に関する法

律」で定められた個人情報に該当します。＊ 

法律にしたがって、映像情報を適正にお取り扱いください。 

 

＊ 経済産業省「個人情報の保護に関する法律についての経済産業分野を対象とす

るガイドライン」における【個人情報に該当する事例】を参照してください。 
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各部の名称と機能 
各部の名称と機能                                            

 

1 2 3

4
 

 

5

6
7

8

9
10

11
12

13
14

15
16

 
 

1. レンズ 
2. タリー状態表示ランプ 

- 赤色に点灯：本製品はタリーコマンドを受

信しています。 
- 赤色に 1 回点滅（1Hz）：本製品のパン/チ
ルト限界が設定されました。 

- 赤色に 2 回点滅（1Hz）：本製品のパン/チ
ルト限界がキャンセルされました。 

- 青色に点灯：USB ビデオクラス/オーディ

オクラスが動作中です。 
3. カメラヘッド 
4. 電源状態表示ランプ 

- 橙色に点灯：スタンバイモード  
- 緑色に点灯：電源オン中  
- 緑色に点滅(1Hz)：リモコン IDが一致す

るワイヤレスリモコンの信号を受信中 

- 橙色に点滅(1Hz)：リモコン IDが一致し

ないワイヤレスリモコンの信号を受信中 

- 緑色に点滅（5Hz）：ディップスイッチで

初期化 1および初期化 2を実行後 

- 橙色に高速点滅(5Hz)：Web画面メニュー

のワイヤレスコントロールが”Off”に

設定されている状態でワイヤレスリモコ

ンからの信号を受信した場合 

- 赤色に点滅(1Hz)：ファームウェアアップ

デート中 

- 赤色に点灯：ファームウェアアップデー

トに失敗、またはその他の異常 

5. LANインジケーター(LINK/ACT) 

LAN経由でデータを受信/送信する際に点灯

します。 
6. LANコネクター 

長さ100m以下でカテゴリ5e以上のLANケー

ブルを使用してください。 

[注意]：  

STP（シールド付きツイストペア）ケーブル

の使用が推奨されます。 

 

取扱説明 
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5

6
7

8

9
10

11
12

13
14

15
16

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. RS-422コネクタ[RS-422] 
このRS-422コネクタ（RJ-45）は、外部機器

からシリアル接続で本製品を制御する場合

に接続します。 

このコネクタへは、以下の仕様に準拠する

ケーブルを使用してください。 

[注意]：  

 LANケーブル*（カテゴリ5またはそれ以

上、ストレートケーブル）、最長1000メ

ートル[3280 ft] 

 STP（シールド付きツイストペア）ケー

ブルの使用が推奨されます。 

1 3 5 7 
2 4 6 8 

 

ピン番号  信号   ピン番号 信号 

 1 GND  5 TXD + 
 2 —  6 RXD + 
 3 RXD –  7 — 
 4 TXD –  8 — 

8. RS-232Cコネクタ [RS-232C IN/OUT]  

RS-232Cケーブルを接続します。 

RS-232C IN/OUT 

コネクタ 

     
    Mini DIN 8ピン(JST) 

RS-232C IN RS-232C OUT 

ピン番号  信号 ピン番号 信号 

1 DTR_IN 1 DTR_OUT 
2 DSR_IN 2 DSR_OUT 
3 TXD_IN 3 TXD_OUT 
4 GND 4 GND 
5 RXD_IN 5 RXD_OUT 
6 GND 6 GND 
7 IR OUT R 7 NC 
8 IR OUT L 8 NC 

[注意]： 

   接続する機器に応じて、シリアルデータの極

性（+/-）が異なる場合があるため、ご注意

ください。 
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5

6
7

8

9
10

11
12

13
14

15
16

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. 盗難防止ワイヤー取付穴 

盗難防止用ワイヤー金具(市販品）を取り付

けます。  
10. 音声入力コネクタ[AUDIO IN] 

外部音声（マイク、ライン）を入力します。 

11. サービススイッチ 

 デフォルト： 
      本製品の通常モードです。 

        
 初期化1：  

      接続時のユーザー設定をリセットします

。(登録済みのユーザー情報（ID/パスワ

ード)を削除します） 

      サービススイッチを以下のように設定し

た状態で、本機の電源を入れてください。 

       
     [注意]： 

1. 初期化1を正しく設定すると、本製品の

ステータスインジケーターLEDが緑色

に点滅します。  

2. サービススイッチを元の設定に戻しま

す。（SW1とSW2の両方をOFFにします。）  

3. 本製品を再起動すると、初期化1の設定が

完了します。  
 初期化2 

      初期化2は本製品を工場出荷時の状態へ

戻します。  

      これにはメニュー設定とネットワーク設

定が含まれます。 
      サービススイッチを以下のように設定した

状態で、本機の電源を入れてください。 

       
     [注意]： 

1. 初期化2を正しく設定すると、本製品前

面のステータスインジケーターLEDが

緑色に点滅します。 

2. サービススイッチを元の設定に戻しま

す。（SW1とSW2の両方をOFFにします。）  

3. 本製品を再起動すると、初期化2の設定

が完了します。       

オン 
オフ 

オン 
オフ 

オン 
オフ 
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5

6
7

8

9
10

11
12

13
14

15
16

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. HDMIコネクタ 

   これはHDMI映像信号の出力コネクタです。

HDMIとSDI信号を同時に出力する場合の制

限事項は、取扱説明書<操作・設定編＞の、

Priority Modeについての説明を参照してく

ださい。 

13. USB端子（Type-Cコネクター） [ ] 

   本製品は、USBビデオクラスに対応する  

   コンピューターへ接続すればウェブカメラ

として使用できます。 
14. SDI出力コネクタ[3G-SDI OUT] 

   これはSDI映像信号の出力コネクタです。 

    HDMIとSDI信号を同時に出力する場合の制

限事項は、取扱説明書<操作・設定編＞の、

Priority Modeについての説明を参照してく

ださい。 

15. ケーブル固定金具取り付け用ねじ穴 

16. DC入力コネクタ [12V  IN ] 

   本製品に付属するACアダプターをこのコネ

クタへ接続し、本製品へDC 12Vを供給します

。 

   [注意] 

   PoE+スイッチから電源が供給されている状

態で、ACアダプターを抜き差しすると、シス

テムは再起動します。 
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ワイヤレスリモコン：AW-RM50AG(オプションのア

クセサリ) 

■ワイヤレスリモコンでの操作説明 

別売のワイヤレスリモコン(AW-RM50AG)を使用して、本機を操作できます。 

ワイヤレスリモコンのご購入に関しては販売店へお問い合わせください。 

本機の操作に使用するボタンを説明します。 
1

2
3

5

7

6

8
9

10

11

12

13
14

4

 

1 信号発信部 

2 ON/STANDBYボタン 

2秒間押すごとに、本機の電源オン状態とスタンバイ

状態が切り替わります。 

3 CAMERA1～4ボタン 
操作するカメラを選びます。 
ボタンを押せば、対象の機器を操作できるようになり

ます。 

4 SETボタン 
ホワイトバランスの調整時に使用します。[AWB A]メ

モリーまたは[AWB B]メモリーを選択してこのボタン

を押せば、ホワイトバランスが自動的に調整されて選

択したメモリー内に登録されます。 
5 MODEボタン 

出力信号を切り替えます。 

ボタンを押すごとに、カラーバー信号とカメラ映像の

信号が切り替わります。 
6 GAIN ボタン[OFF] [LOW] [HI] [AUTO] 

ゲインを設定します。 

[OFF]、[LOW]、[HI] ボタンで、ゲインアップを3段階

で設定できます。 

[OFF] は0 dB、[LOW] は9 dB、[HI] は18 dB に設定

されます。 

また、[AUTO] ボタンを押すとAGC 機能が動作し、光

量によりゲインが自動で調整されます。 

AGC 機能の最大ゲインは、カメラメニューで設定でき

ます。 

7 PRESET MEMORY呼び出しボタン1～12 

本機の向きやその他の設定情報を呼び出す場合に使

用します。設定内容は本機にプリセットされた1～12

のメモリー内に登録されており、ボタンを押せば呼び

出されます。 
プリセットメモリー13およびそれ以上は、ワイヤレス

リモコンから呼び出すことはできません。 

取扱説明 
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1

2
3

5

7

6

8
9

10

11

12

13
14

4

 

8 PRESETボタン 

このボタンと、1～12ボタンのいずれかを同時に押す

と、該当のプリセットメモリーへ現在の設定内容が

登録されます。 
9 パン-チルトボタンとメニュー操作ボタン 

(1)本機の方向を変える際に使用します。[▲]と[▼]

ボタンを使用して本機を上下に傾け（チルト）、[◄]

と[►]ボタンを使用して左右に振れます（パン）。 
[○]ボタンはチルトとパン操作の際は機能しません

。 
[▲]または [▼]と[◄]または[►]ボタンを同時に押

すと、本機は対角方向へ向きます。 
(2)カメラのメニューが表示されている際、これらの

ボタンを使用してメニュー操作を行えます。 
[▲]と[▼]ボタンを使用してメニュー項目を選びま

す。 
項目にサブメニューが存在する場合、[○]または[►]

ボタンを押すとサブメニューが表示されます。 
最下層のメニューが表示されている際に[○]または

[►]ボタンを押すと、新たな設定が確定します。 
10 SLOWボタン 

パン・チルト、ズーム、フォーカスの各動作速度を

低速側に切り替えます。 

11 MENUボタン 

2秒間押し続けると、カメラのメニューが表示されま

す。 

12 HOMEボタン 

2秒間押し続けると、本機のパン-チルトの位置が正

面に戻り、ズームレベルをx1倍に戻ります。 
13 ZOOMボタン 

デジタルズームを調整します。 
[W]ボタンを押すとズームはワイドアングルで調整

され、[T]ボタンを押すと望遠ズームで調整されます

。 
14 FASTボタン 

パン・チルト、ズーム、フォーカスの各動作速度を

高速側に切り替えます。 
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 ワイヤレスリモコン使用時の注意事項 

ワイヤレスリモコンを使用する際に、以下の点にご注意ください。 
 本機のワイヤレスリモコン信号受光部（前面または背面）に向けて 10m以内の距離で使用し

てください。 
 下記イラスト<ワイヤレスリモコン信号受光部>を参照してください。 

 ワイヤレスリモコン信号受光部への入射角度が大きくなると、受光距離が短くなります。 

受光感度はワイヤレスリモコン信号受光部正面から 40 °の角度で約半分程度に低下します。 

 本機を蛍光灯やプラズマモニターなどの近くに設置した場合や、太陽の光が当たる場合、強

い光の影響でワイヤレスリモコンで操作できないことがあります。 

以下の指示に従って設置し、使用してください。 

 ワイヤレスリモコン信号受光部に、蛍光灯やプラズマモニター、太陽からの光が入らな

いようにする。 
 蛍光灯やプラズマモニターなどから離れた場所に設置してください。 

 ワイヤレスリモコンは、電池を取り外した後、10分程度は最後に行った操作（最後に押した

CAMERA<1>、<2>、<3>、<4>ボタン）がメモリーされています。 

それ以上時間が経過すると、CAMERA<1>ボタンを押した状態にリセットされます。 

 ワイヤレスリモコンの IDが一致する本機の状態表示ランプは緑色に点滅し、ワイヤレスリモ

コンの IDが一致しない本機の状態表示ランプは橙色に点滅します。 

 Web画面メニューのワイヤレスコントロールが”Off”に設定されている場合、ワイヤレスリ

モコンでの操作はできません。電源状態表示ランプが橙色に高速点滅(5Hz)します。 

ワイヤレスリモコンで操作する時は Web画面メニューのワイヤレスコントロールを”On”に

設定してください。 
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<リモコン信号検出エリアのレイアウト> 

[注意]図の矢印は、ワイヤレスリモコン信号が送信される光検出の方向を示します。 
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ネットワークの設定を行う 

IP簡単設定ソフトウェアを使用した本機の設定                   

 

IP簡単設定ソフトウェアを使用して、本機のネットワーク設定を行うことができます。IP簡単設定ソ

フトウェア(EasyIPSetup.exe)は次のWebサイトからダウンロードできます：  
https://panasonic.biz/cns/sav/   

 

 複数台の設定を行う場合は、各カメラごとに設定を行う必要があります。 

 IP簡単設定ソフトウェアを使用しても設定できない場合、設定メニューのネットワークのセット

アップ画面[ネットワーク]から各機器個別に設定を行ってください。詳しくは「取扱説明書 操作

・設定編」（PDFファイル）をお読みください。 

<メモ> 

 ネットワーク内に同じIPアドレスを持つ機器が既に存在している場合、ネットワークの操作を正

しく行えません。 

 既存のIPアドレスと重複しないようにIPアドレスを選択してください。 

 1台のカメラに対し、同時に複数のIP簡単設定ソフトウェアを使用してネットワーク設定を行わな

いでください。また、リモートカメラコントローラーAW-RP150/AW-RP60の「自動IP設定」の操作

を同時に行わないでください。 IPアドレス設定がわからなくなる可能性があります。 

 本機の電源をオンにして約20分以上経過すると、ネットワーク設定を変更できなくなります。こ

れはIP簡単設定ソフトウェアのセキュリティを強化するためです。([Easy IP Setup accommodate 

period]設定が[20min]の場合。） 

 IP簡単設定ソフトウェアはルーターを経由した別のサブネットから使用することはできません。 
 

1 EasyIpSetup.exeをダブルクリックすると IP簡単設定ソフトウェアが起動します。 

2 [検索]ボタンをクリックします。 

 

取扱説明 
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3 カメラの MAC アドレス/IPv4アドレスをクリックし、続いて[ネットワーク設定]ボタン

をクリックします。 

 

 DHCPサーバーを使用する場合、IP簡単設定ソフトウェアの[検索]ボタンをクリックすると、

本機に割り当てられたIPアドレスを確認できます。 

 他のカメラで同じIPアドレスを使用すると、重複カメラの数が対象カメラの「Ipv4アドレス

重複」列に表示されます。 

 [機器画面を開く]ボタンをクリックすると、選択されたカメラのライブ画面が表示されます。 

 

4 ネットワーク情報を入力し、[保存]ボタンをクリックします。 

 

 DHCPサーバーを使用する場合、IP簡単設定ソフトウェアの[DNS]を[Auto]へ設定できます。 

 [保存]ボタンをクリックした後、機器の設定が完了するまでに約1分間かかります。 

 設定完了前にACアダプターまたはLANケーブルを外すと、設定はキャンセルされます。この場合、

手順を繰り返して設定を完了してください。 

 ファイアウォール（ソフトウェアを含む）を使用する場合は、全てのUDPポートへのアクセスを許

可してください。 
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EasyIP Setup Tool Plus ソフトウェアを使用して本製品の設定を行う                                                           

 

EasyIP Setup Tool Plus ソフトウェアを使用して、本機のネットワーク設定を行うことができます。

EasyIP Setup Tool Plus ソフトウェア (EasyIPSetupToolPlus.exe)は次のWebサイトからダウンロー

ドできます：  
https://panasonic.biz/cns/sav/ 

 

 複数台の設定を行う場合は、各カメラごとに設定を行う必要があります。 

 EasyIP Setup Tool Plus ソフトウェアを使用しても設定できない場合、設定メニューのネットワ

ークのセットアップ画面[ネットワーク]から各機器個別に設定を行ってください。詳しくは「取

扱説明書 操作・設定編」（PDFファイル）をお読みください。 

<メモ> 

 ネットワーク内に同じIPアドレスを持つ機器が既に存在している場合、ネットワークの操作を正

しく行えません。 

 既存のIPアドレスと重複しないようにIPアドレスを選択してください。 

 1台のカメラに対し、同時に複数のEasyIP Setup Tool Plus ソフトウェアを使用してネットワー

ク設定を行わないでください。また、リモートカメラコントローラーAW-RP150/AW-RP60の「自動

IP設定」の操作を同時に行わないでください。IPアドレス設定がわからなくなる可能性がありま

す。 

 本機の電源をオンにして約20分以上経過すると、ネットワーク設定を変更できなくなります。こ

れはEasyIP Setup Tool Plus ソフトウェアのセキュリティを強化するためです。([Easy IP Setup 

accommodate period]設定が[20min]の場合。） 

 EasyIP Setup Tool Plus ソフトウェアはルーターを経由した別のサブネットから使用することは

できません。 
 

1 EasyIPSetupToolPlus.exeをダブルクリックすると EasyIP Setup Tool Plusソフトウ

ェアが起動します。 

2 [Search]ボタンをクリックします。 
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3 カメラの MAC アドレス/IPv4アドレスをクリックし、続いて[Network Settings]ボタ

ンをクリックします。 

 

 DHCPサーバーを使用する場合、IP簡単設定ソフトウェアの[Search]ボタンをクリックすると

、本機に割り当てられたIPアドレスを確認できます。 

 他のカメラで同じIPアドレスを使用すると、重複カメラの数が対象カメラの「IPv4 overlap

」列に表示されます。 
 [Web GUI]ボタンをクリックすると、選択されたカメラのライブ画面が表示されます。 
 EasyIP Setup Tool Plusの画面の表示内容は、そのバージョンによって異なる場合がありま

す。 

4 ネットワーク情報を入力し、[Setup]ボタンをクリックします。 

 

 DHCPサーバーを使用する場合、IP簡単設定ソフトウェアの[DNS]を[Auto]へ設定できます。 

 [Setup]ボタンをクリックした後、機器の設定が完了するまでに約1分間かかります。 

 設定完了前にACアダプターまたはLANケーブルを外すと、設定はキャンセルされます。この場合、

手順を繰り返して設定を完了してください。 

 ファイアウォール（ソフトウェアを含む）を使用する場合は、全てのUDPポートへのアクセスを許

可してください。 
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初期アカウントの設定                                         
1 初期アカウントを設定します。 
初期状態では、Web画面の表示時にアカウントの設定画面が示されます。 

ユーザー名とパスワードを設定してください。 

 

<メモ> 

 ユーザー名に使用できる特殊記号は、次の記号です。（# % + = , - _ ^ / @ . ~） 

 第三者が容易に推測できるようなパスワードは使用しないでください。 

 パスワードは定期的に変更してください。 

 パスワードは次の 4種類の文字から少なくとも 3種類を使用し、8文字以上に設定してください。 

- 大文字のアルファベット 

- 小文字のアルファベット 

- 数字 

- 特殊記号 (# % + = , - _ ^ / @ . ~ ) 

 上記の条件を満たさないパスワードを設定した場合、インストール環境でのセキュリティ上のリ

スクを考慮したうえ、使用者の責任のもと運用していただく必要があります。 

 パスワードの推奨設定に反するとすると警告が表示されます。パスワードを変更する場合、[Back]

ボタンをクリックしてパスワードを再度設定してください。 

 セキュリティリスクを十分に理解したうえで設定を続行する場合は、[Continue]をクリックして

設定を完了してください。 

設定済みのアカウント情報を忘れてしまった場合、初期化用のサービススイッチを使用して、ネット

ワーク接続用のユーザー情報をリセットしてください。（45ページを参照してください） 
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2 初期アカウントの登録完了 
初回アカウントの登録が完了すると、以下の画面が表示されて登録完了を知らせます。 

 
 
登録完了画面が約10秒間表示された後、ライブ画面[Live]が表示されます。登録完了画面が約10秒間

表示された後にライブ画面[Live]が表示されない場合、「please click here」（ここをクリックしてく

ださい）リンクをクリックして、手動でライブ画面[Live]を表示できます。 

  

これで初回アカウントの登録が完了します。 
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Web 設定画面の起動 

本機をパーソナルコンピューターへ接続すれば、Web設定画面から本機を設定できます。 

必要なパーソナルコンピューター要件は35ページを参照してください。 

Web 設定画面（ライブ画面/設定画面）の起動                    
本機へパーソナルコンピューターを接続します。 

パーソナルコンピューターで設定を行います。 

- プライベートアドレスの範囲内で、本機とは異なるIPアドレスをパーソナルコンピューターへ設

定します。 

- 本機と同一のサブネットマスクをパーソナルコンピューターへ設定します。 

1 Web ブラウザ―を起動し、[http://機器の IP アドレス] をアドレスバーへ入力します： 

 本機のIPアドレスが購入時に設定されていた[192.168.0.10]から変更されている場合、新たなIP

アドレスを入力してください。 

 HTTPポート番号が購入時に設定されていた[80]から変更されている場合、[http://機器のIPアドレス:

ポート番号/]を入力してください。 

取扱説明 
 

 IPアドレスとサブネットマスクを変更する場合、販売店へ変更作業を依頼してください。 

 本機のIPアドレスとサブネットマスク情報（工場出荷時の設定）* 

- IPアドレス：192.168.0.10 

- サブネットマスク：255.255.255.0 

* 工場出荷時のプライベートアドレスの設定範囲は192.168.0.0～192.168.0.255です。 
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 Web設定画面（ライブ画面）が起動します。 

A

B

C  
A. ライブ画面と設定画面を切り替えます。 

B. 本機のスタンバイモードと電源オンモードを切り替えます。 

C. カメラを操作します。 
D. カメラ映像が表示されます。 

 

4 5

1 2 3

 
1. ズーム操作 

2. パン/チルト操作 

3. プリセットメモリーの登録/読み込み 

4. フォーカス操作 

5. 明るさ操作 
 

 
 

 

カメラの操作に関する詳細情報は、「取扱説明<カメラの操作>」を参照してください。 
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2 ライブ画面で[Setup]をクリックします。 
ユーザー認証画面が表示されます。 

 
3 登録済みのユーザー名とパスワードを正しく入力し、[OK]をクリックします。 
セットアップ画面が表示されます。 

 
 

 カメラはスタンバイモード時は操作できません。 

 ワイヤレスリモコンとWebブラウザ―を同時に使用する場合、ワイヤレスリモコンを使用して選択

したコンテンツがWeb設定画面に正しく反映されない可能性があります。 

 ワイヤレスリモコンとWebブラウザ―を同時に使用する場合は、ワイヤレスリモコンまたはカメラ

のメニューを使用して、設定内容を必ず確かめてください。 

セットアップ画面に関する詳細情報は、「取扱説明<メニューの操作>」を参照してください。 
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電源の入れ方と切り方 
電源の入れ方                                                 
ワイヤレスリモコンを使用して操作する方法。 

 
接続されているすべての機器の電源をオンにします。 

電源が供給されれば状態表示ランプは橙色に点灯し、初期設定完了後に緑色に切り替わり電源が入

ります。 

 
<メモ> 
 各機器の初期設定が完了するまでの間、本機の操作はできません。 

 本機はスタンバイ/電源オンモードの状態をメモリーします。 

 電源オンモード時に電源が遮断されると、電源の復旧時は電源オンモードに戻ります。 

 スタンバイモードへ切り替えた場合 

- 状態表示ランプ：橙色 

- STANDBYモード移行時：現在のパンチルト位置を記憶（POWER ONプリセット）し、後方を向く

ようにパンチルトを移動します。 

 電源オンモードへ切り替えた場合 
- 状態表示ランプ：緑色（初期設定完了後） 

- スタンバイモードへ切り替えた際に保存された位置へ移動します。 

 電源オンのプリセット 

- スタンバイモードへ切り替える前の電源オンの位置へ直ちに移動します。 

 スタンバイモードへ切り替えずに電源がオフにされると、パン/チルト位置はメモリーに保存され

ず、電源オンのプリセットにも記録されません。以前に保存された電源オンのプリセットが使用

されます。 

 
コントローラー(AW-RP60、AW-RP150)で操作する方法 

詳細については、コントローラーの取扱説明書を参照してください。 
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電源の切り方                                                 
ワイヤレスリモコンを使用して操作する方法 

 
1. ワイヤレスリモコンの[CAMERA 1]～[CAMERA 4]ボタンのいずれかを押し、本機を選択します。 

 

2. ワイヤレスリモコンの[ON/STANDBY]（オン/スタンバイ）ボタンを2秒間押し続けます。 

本機はスタンバイモードに入ります。 

 
3. 本機の状態表示ランプは橙色に点灯します。 

 

4. 複数台ある場合は、必要に応じて手順2と3を繰り返してください。 

 

5. 接続されているすべての機器の電源をオフにします。 
 

コントローラー(AW-RP60、AW-RP150)で操作する方法 

詳細については、コントローラーの取扱説明書を参照してください。 
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トラブルシューティング 
症状 原因と解決法 

電源が入らない ACアダプターはしっかりとコンセントへ接続されていますか？ 

ACアダプターの電源プラグは正しく接続されていますか？ 

複数のPoE+端末を接続可能な給電装置によっては、給電能力を超え

ると電源が供給されないものがあります。 

コントローラーと接続している場合、正しく接続されていますか？ 

→詳細については、コントローラーの取扱説明書も参照してくださ

い。 

操作できない 

（ワイヤレスリモコン、コン

トローラー共通） 

電源がオンになっていることを確かめてください。 

→ 本機の状態表示ランプが消灯しているか、橙色に点灯している場

合、本機の電源がオフになっています。 

操作対象の本機を正しく選択しているか確かめてください。 

ワイヤレスリモコンで操作で

きない 

リモコンの電池が消耗していないか、電池の極性を逆にしていない

かを確かめてください。 

→ ワイヤレスリモコン信号受光部の近くで操作しても、状態表示ラ

ンプが点滅しない場合は、電池が消耗しています。電池を交換して

ください。 

メニュー設定で正しいリモコンIDを選択していることを確かめてく

ださい。 

本機の近くに蛍光灯やプラズマモニターがある場合、ワイヤレスリ

モコン信号受光部へその光が当たっていないことを確かめてくださ

い。 

Web画面メニューのワイヤレスコントロールが”Off”になっていな

いか確かめてください。 

→ワイヤレスリモコンで操作した時に電源状態表示ランプが橙色に

高速点滅(5Hz)する場合は、Web画面メニューのワイヤレスコントロ

ールが”Off”になっています。 

コントローラーで操作できな

い 

コントローラーと正しく接続されていますか？ 

→詳細については、コントローラーの取扱説明書も参照してくださ

い。 

本機に対応するためにコントローラーのアップデートが必要です。 

→アップデート方法についての詳細は、下記Webサイトを参照してく

ださい。 

日本語：https://panasonic.biz/cns/sav/  

英語：https://pro-av.panasonic.net/  

 

取扱説明 
 



 

63 

 

症状 原因と解決法 

コントローラーで操作できな

い 

AW-UE20に初期アカウントが未設定の場合、AW-RP60/AW-RP150から本

機を制御することはできません。Webブラウザーから本機にアクセス

してアカウントを設定してください。 

AW-UE20のユーザー認証機能が有効の場合、コントローラー側に正し

いユーザー名とパスワードが設定されていることを確かめてくださ

い。 

操作する方向と逆へ動く メニューの［設置方向］が正しく設定されていることを確かめてく

ださい。 

コントローラーと接続している場合、コントローラー側で逆向きの

設定がされている場合があります。 

→詳細については、コントローラーの取扱説明書を参照してくださ

い。 

Webブラウザ―からアクセス

できない 

カテゴリ5eまたはそれ以上のLANケーブルがLAN端子<LAN LINK/ACT>

へ接続されていることを確かめてください。 

IP制御用LAN端子の[LINK]（リンク） LEDが点灯していることを確か

めてください。 

→ 点灯していない場合、LAN接続に不具合が生じているか、接続先

のネットワークが正しく動作していません。 

LANケーブルの端子や配線に異常がないか、検査してください。 

電源がオンになっていることを確かめてください。 

→ 本機の状態表示ランプが消灯しているか、橙色に点灯している場

合、本機の電源がオフになっています。 

本機のIPアドレスを正しく設定していることを確かめてください。 

別の機器が同じIPアドレスを使用していないか、確かめてくださ

い。 

→ 本機、アクセス機器（パーソナルコンピューターなど）、その他

のカメラのIPアドレスを確認してください。 

サブネットマスク設定は接続先のネットワークサブネットに一致し

ていることを確かめてください。 

→ 本機とアクセス機器のサブネットマスク設定を確認し、ネットワ

ーク管理者に相談してください。 

Webブラウザーは「プロキシサーバーを使う」に設定されていないか

確かめてください。（本機とパーソナルコンピューターが同一のサ

ブネットに接続されている場合） 

→ Webブラウザーの[プロキシ設定]を使用してプロキシサーバーが

設定されている場合、本機のIPアドレス設定にて「プロキシから外

す」に設定することを推奨します。 
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症状 原因と解決法 

Webブラウザ―からアクセス

できない 

間違ったIPアドレスへアクセスしていないことを確かめてくださ

い。 

→ 以下の手順に従い、接続を確認してください。 

Windows： 

Windowsのコマンドプロンプトを使用して、次のコマンドを 

実行してください。 

> ping [カメラに設定したIPアドレス] 

本機からReplyが返されたら、操作に問題がないことを示します。 

Replyがない場合、次の操作を試してください。 

本機を再起動し、20分以内にIP簡単設定ソフトウェアを使用して

IPアドレスを変更してください。 

Mac： 

OS Xターミナルを使用し、次のコマンドを実行してください。 

> ping -c 10 [カメラに設定したIPアドレス] 

機器からReplyが返されたら、操作に問題がないことを示します。 

Replyがない場合、次の操作を試してください。 

本機を再起動し、20分以内にIP簡単設定ソフトウェアを使用して

IPアドレスを変更してください。 

本機のデフォルトゲートウェイが正しく設定されていることを確か

めてください。（本機とパーソナルコンピューターが異なるサブネ

ットに接続されている場合） 

→ 機器に設定されたデフォルトゲートウェイを確認し、ネットワー

ク管理者へ相談してください。 
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定 格 

 

電源電圧： 

DC  12 V (10.8 V‐13.2 V) 
DC  42.5 V‐57 V (PoE+電源) 

消費電流： 

    1.3 A (付属の ACアダプター) 

    0.4 A (PoE+電源) 

 

は安全項目です。 

 

 総 合 

 動作周囲温度：0 ˚C～40 ˚C 

 保存温度：-20 ˚C～+50 ˚C 

 動作周囲湿度：20 %～90 % (結露なきこと) 

 寸法(幅×高さ×奥行き)：165.1 mm x 176.2 mm x 176.1 mm 

(6.5 inches x 6.94 inches x 6.93 inches) 

（突起部と天井取付用金具を除く） 

 質量：約 1.9 kg（4.19 lb）（天井取付用金具を除く） 
 

 AC アダプター 

 

 
 

           

は安全項目です。 

 

付属の ACコードは、定格が AC 125 V以下です。 

AC 100 Vのコンセントに接続してください。    

 

海外で使用する場合は、その国に合った ACコードを準備してください。 

 

    本製品（付属品を含む）に表示の記号は以下を示しています。 

  AC(交流) 

  DC(直流) 

 

 

入力:  AC ( ) 100 V - 240 V、50/60 Hz、1.2A 

出力:  DC ( ) 12 V、3.0 A、36 W 

 

 

取扱説明 

 

本製品（付属品を含む）に表示の記号は以下の

内容を示します。 

  DC（直流） 
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故障・修理・お取扱い・メンテナンスなどのご相談は、
まず、お買い上げの販売店 へ、お申し付けください。

お買い上げの販売店がご不明の場合は、当社（裏表紙）までご連絡ください。
※ 内容により、お近くの窓口をご紹介させていただく場合がございますので、ご了承ください。

	� 保証書
お買い上げ日・販売店名などの記入を必ずお
確かめの上、お買い上げの販売店からお受け
取りください。
内容をよくお読みいただいた上、大切に保管
してください。
万一、保証期間内に故障が生じた場合には、
保証書記載内容に基づき、「無料修理」させ
ていただきます。

保証期間：お買い上げ日から本体1年間

	� 補修用性能部品 5年

当社では、4K インテグレーテッドカメラの
補修用性能部品を、製造打ち切り後、5年間
保有しています。
※�補修用性能部品とは、その製品の機能を維

持するために必要な部品です。

	� 定期メンテナンス（保守・点検）
定期メンテナンス（保守・点検）は、お客様
が安心して機器をご使用いただくために、定
期的に必要なメンテナンスを行い、機器の機
能を常に良好な状態に維持するためのもので
す。
部品の摩耗、劣化、ゴミ、ホコリの付着など
による突発的な故障、トラブルを未然に防ぐ
とともに、安定した機能、性能を維持するた
めに、定期メンテナンスのご契約を推奨いた
します。

なお、メンテナンス実施の周期、費用につき
ましては、機器のご使用状況、時間、環境な
どにより変化します。
定期メンテナンス（有料）についての詳しい
内容は、お買い上げの販売店にご相談くださ
い。

修理を依頼されるとき
この取扱説明書を再度ご確認の上、お買い上げ
の販売店までご連絡ください。

	� 保証期間中の修理は．．．
保証書の記載内容に従って、修理させていた
だきます。保証書をご覧ください。

	� 保証期間経過後の修理は．．．
修理により、機能、性能の回復が可能な場合
は、ご希望により有料で修理させていただき
ます。

ご連絡いただきたい内容

品　名 4K インテグレーテッドカメラ

品　番 AW-UE20K
AW-UE20W

製造番号

お買い上げ日

故障の状況

 
 
 

保証とアフターサービス（よくお読みください）



っ従に書意注の等ルベラ付貼体本、書明説扱取 . 1
た使用状態で保証期間内に故障した場合に
は、無料修理をさせていただきます。

げ上い買お、はに合場るなに頼依ごを理修料無 . 2
の販売店にお申しつけください。

、でのすまきだたいてせさ理修張出は品商のこ . 3
修理に際し、本書をご提示ください。

4. 保証期間内でも次の場合には原則として有料
にさせていただきます。

（イ） 使用上の誤り及び不当な修理や改造による
故障及び損傷

（ロ）  お買い上げ後の取付場所の移設、輸送、
落下等による故障及び損傷

（ハ）  火災、地震、水害、落雷、その他天災地
変および公害、塩害、ガス害（硫化ガスな
ど）、異常電圧、指定外の使用電源（電圧、
周波数）などによる故障および損傷

（ニ）  他の接続機器及び接続部材に起因して生
じた故障及び損傷

（ホ）  一般使用環境以外（例えば、強震、高温
などの場所）に使用された場合の故障及
び損傷

（ヘ）  取扱説明書に指定する摩耗性の部品、あ
るいは付属品の故障及び損傷

（ト）  本書のご提示がない場合
（チ）  本書にお買い上げ年月日、お客様名、販

売店名の記入のない場合、あるいは字句
を書き替えられた場合

（リ）  離島または離島に準ずる遠隔地へ出張修
理を行なう場合の出張に要する実費および
高所の取外し、取付けに要する実費

〈無料修理規定〉

修理メモ
製造番号をご記入ください。

たっかなきでが録記に常正りよに他のそ、障故 . 5
場合のデータ補修・記録内容の補償、及び営
業上の機会損失等の損害に対する補償は致し
かねます。また本機を修理した場合においても
同様です。

6. 本書は日本国内においてのみ有効です。
7. 本書は再発行いたしませんので大切に保管してく

ださい。

※ お客様にご記入いただいた個人情報（保証書控）
は、保証期間内の無料修理対応及びその後の安
全点検活動のために利用させていただく場合がご
ざいますのでご了承ください。

※ この保証書は、本書に明示した期間、条件のもと
において無料修理をお約束するものです。従って
この保証書によって、保証書を発行している者（保
証責任者）、及びそれ以外の事業者に対するお客
様の法律上の権利を制限するものではありません
ので、保証期間経過後の修理についてご不明の
場合は、お買い上げの販売店にお問い合わせくだ
さい。

※ 保証期間経過後の修理や補修用性能部品の保有
期間については、取扱説明書をご覧ください。

※ This warranty is valid only in Japan.



AW-UE20K / AW-UE20W

4K インテグレーテッドカメラ 保証書

出張修理

本書はお買い上げの日から右記期間中故障が発生した場合には〈無料修理規定〉の記
載内容で無料修理を行うことをお約束するものです。ご記入いただきました個人情報の
利用目的は〈無料修理規定〉に記載しております。お客様の個人情報に関するお問い
合わせは、お買い上げの販売店にご連絡ください。詳細は〈無料修理規定〉をご参照
ください。

〒571-8503 大阪府門真市松葉町2番15号　TEL 0120-872-233

見 本

〒571-8503　大阪府門真市松葉町2番15号 ☎ 0120－872－233

©Panasonic Connect Co., Ltd. 2022


	安全上のご注意(施工時)  必ずお守りください。
	設置上のご注意
	工事業者様への注意事項

	設置・接続のしかた
	設置場所の確認
	電源の準備
	吊り下げ設置
	WV-Q105A(別売品)を使用する場合

	据え置き設置
	HDMIモニターとの接続
	システム構成例1（IP制御、PoE+)
	システム構成例2（市販のコントローラーとRS-422で接続）
	システム構成例3（IP映像送信、PoE+)
	システム構成例4（市販のコントローラーとRS-232Cでデイジーチェーン接続）
	システム構成例5（USB接続、ウェブカメラ）
	安全上のご注意
	主な特徴
	必要なパーソナルコンピューターの環境
	付属品
	別売品
	使用上のお願い
	各部の名称と機能
	ワイヤレスリモコン：AW-RM50AG(オプションのアクセサリ)
	ネットワークの設定を行う
	IP簡単設定ソフトウェアを使用した本機の設定
	EasyIP Setup Tool Plusソフトウェアを使用して本製品の設定を行う
	初期アカウントの設定

	Web設定画面の起動
	Web設定画面（ライブ画面/設定画面）の起動

	電源の入れ方と切り方
	電源の入れ方
	ワイヤレスリモコンを使用して操作する方法。
	接続されているすべての機器の電源をオンにします。
	コントローラー(AW-RP60、AW-RP150)で操作する方法
	詳細については、コントローラーの取扱説明書を参照してください。

	電源の切り方
	1. ワイヤレスリモコンの[CAMERA 1]～[CAMERA 4]ボタンのいずれかを押し、本機を選択します。
	2. ワイヤレスリモコンの[ON/STANDBY]（オン/スタンバイ）ボタンを2秒間押し続けます。
	本機はスタンバイモードに入ります。
	3. 本機の状態表示ランプは橙色に点灯します。
	4. 複数台ある場合は、必要に応じて手順2と3を繰り返してください。
	5. 接続されているすべての機器の電源をオフにします。
	コントローラー(AW-RP60、AW-RP150)で操作する方法
	詳細については、コントローラーの取扱説明書を参照してください。


	トラブルシューティング
	定 格
	さくいん
	保証とアフターサービス（よくお読みください）


<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowTransparency false

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /None

  /Binding /Left

  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Error

  /CompatibilityLevel 1.4

  /CompressObjects /Tags

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /PassThroughJPEGImages true

  /CreateJobTicket false

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.0000

  /ColorConversionStrategy /CMYK

  /DoThumbnails false

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedOpenType false

  /ParseICCProfilesInComments true

  /EmbedJobOptions true

  /DSCReportingLevel 0

  /EmitDSCWarnings false

  /EndPage -1

  /ImageMemory 1048576

  /LockDistillerParams false

  /MaxSubsetPct 100

  /Optimize true

  /OPM 1

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo true

  /PreserveFlatness true

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments true

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Apply

  /UCRandBGInfo /Preserve

  /UsePrologue false

  /ColorSettingsFile ()

  /AlwaysEmbed [ true

  ]

  /NeverEmbed [ true

  ]

  /AntiAliasColorImages false

  /CropColorImages true

  /ColorImageMinResolution 300

  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleColorImages true

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageResolution 300

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeColorImages true

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterColorImages true

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /ColorImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasGrayImages false

  /CropGrayImages true

  /GrayImageMinResolution 300

  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleGrayImages true

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageResolution 300

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeGrayImages true

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterGrayImages true

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /GrayImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasMonoImages false

  /CropMonoImages true

  /MonoImageMinResolution 1200

  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleMonoImages true

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageResolution 1200

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeMonoImages true

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /AllowPSXObjects false

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /PDFX1aCheck false

  /PDFX3Check false

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXOutputIntentProfile ()

  /PDFXOutputConditionIdentifier ()

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXRegistryName ()

  /PDFXTrapped /False



  /CreateJDFFile false

  /Description <<



    /BGR <>

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>

    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>

    /CZE <>

    /DAN <>

    /DEU <>

    /ESP <>

    /ETI <>

    /FRA <>

    /GRE <>



    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)

    /HUN <>

    /ITA <>

    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>

    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>

    /LTH <>

    /LVI <>

    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)

    /NOR <>

    /POL <>

    /PTB <>

    /RUM <>

    /RUS <>

    /SKY <>

    /SLV <>

    /SUO <>

    /SVE <>

    /TUR <>

    /UKR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)

  >>

  /Namespace [

    (Adobe)

    (Common)

    (1.0)

  ]

  /OtherNamespaces [

    <<

      /AsReaderSpreads false

      /CropImagesToFrames true

      /ErrorControl /WarnAndContinue

      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false

      /IncludeGuidesGrids false

      /IncludeNonPrinting false

      /IncludeSlug false

      /Namespace [

        (Adobe)

        (InDesign)

        (4.0)

      ]

      /OmitPlacedBitmaps false

      /OmitPlacedEPS false

      /OmitPlacedPDF false

      /SimulateOverprint /Legacy

    >>

    <<

      /AddBleedMarks false

      /AddColorBars false

      /AddCropMarks false

      /AddPageInfo false

      /AddRegMarks false

      /ConvertColors /ConvertToCMYK

      /DestinationProfileName ()

      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK

      /Downsample16BitImages true

      /FlattenerPreset <<

        /PresetSelector /MediumResolution

      >>

      /FormElements false

      /GenerateStructure false

      /IncludeBookmarks false

      /IncludeHyperlinks false

      /IncludeInteractive false

      /IncludeLayers false

      /IncludeProfiles false

      /MultimediaHandling /UseObjectSettings

      /Namespace [

        (Adobe)

        (CreativeSuite)

        (2.0)

      ]

      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK

      /PreserveEditing true

      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged

      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile

      /UseDocumentBleed false

    >>

  ]

>> setdistillerparams

<<

  /HWResolution [2400 2400]

  /PageSize [612.000 792.000]

>> setpagedevice





